
　中高時代の塾の先生から聞いた「光通信の
父」西澤潤一氏の話をきっかけに通信に興味
を持った太田能教授は、大阪大学工学部通信
工学科に進学。以来、通信網の構築など、さま
ざまな情報通信技術の研究に取り組んできた。
太田　私が研究を始めた頃は、まだ携帯電話
もスマホも普及していなかった時代です。情
報通信網も今と比べてまったく整備されてい
ません。そんな中、通信品質を満たしながら
多くのユーザーを通信網に収容する技術、有
線網での動画像伝送方式、地域の通信インフ
ラ構築、通信網の防災への活用など、さまざ
まな課題に取り組んできました。今や、ほと
んどの人が当たり前のようにスマホなどの情
報通信端末を持ち、IoT（Internet of Thing）
という言葉が注目されているように、情報通
信の果たす役割は人と人から人とモノ、モノ
とモノをつなぐように拡大しています。私た
ちの研究も、それに合わせた柔軟な発想が求
められています。自動車同士を結ぶ車車間通
信網を整備して活用すれば、トンネル事故の

ような状況をいち早く伝えたり、
歩行者の情報を伝えて自動運転
の安全性の向上につなげたりで
きます。また、畜産業を担う人
たちの高齢化が問題となる中、
牛に情報端末をつけ、家にいな
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人と人をつなぐ時代から
人とモノ、モノとモノをつなぐ時代に
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自動運転には、遠方・死角の歩
行者の検出精度が低いという課
題がある。車載カメラの映像情
報を車車間の通信網によって共
有することでこの課題を解決す
る研究を進めている。

KAWAGUCHI Hiroshi

川口 博 教授がら飼育状況を知る研究なども進めています。
　そんなふうに環境は大きく変わっても、情
報通信という学問のおもしろさは変わりませ
ん。限られた条件の中、どんな技術を使い、
どんなふうにつなげれば快適な通信網を構築
できるのか。人知れず役に立つという縁の下
の力持ちであるところが、情報通信技術とい
う学問の醍醐味だと思います。

　これまでの通信技術は、通信速度を上げ、
つながりやすさを第一に目指してきた。しか
し、太田教授にはある信念があった。
太田　これからのIoT時代は、電気や水道と
同じように情報通信が当たり前の時代になり
ます。一部の人や場所だけがその恩恵を享受
するのではなく、すべての人がどこにいても
快適につながる、そんな技術を目指していま
す。一方で、24時間いつでもどこでもつなが
るというのは、便利である反面、私たちはあ
ふれんばかりの情報の海で溺れそうになって
いるようにも見えます。人間らしさを保ちな
がら快適なペースで情報が入ってくる、その
ための通信技術とは？、そんなことも意識し
て研究を進めています。研究室の理念を形象
化すると、それは灯台です。暗い夜でも遠く
まで照らす船舶の航行の目印のように、情報
通信分野の指針となるアイデアを提示するよ
うな研究を行いたいと思っています。

「人間らしく、快適に」つながる技術を

　LSI（大規模集積回路）はスマホやパソコ
ンに限らず、家電や自動車などにも搭載され、
あらゆるものをインターネットでつなぐ「IoT
社会」の実現のカギを握っている。そこで注
目されるのが、川口博教授の低消費電力の
LSI設計の研究だ。
川口　極小のチップにたくさんの電子回路が
載ったLSI。私たちは、そんなLSIをあらゆ
る角度から見つめ、どんな回路をどうつない
だら低い電力で動かせ、目的を達成できるか、
知恵を絞っています。例えば血圧を測るには、
心臓が血液を送るリズムに合わせて動けばい
い。そこで、血液の流れを検知するセンサを
組み込み、こまめに電源を切って消費電力を
抑えるしくみを考えて、体に貼るだけで測れ
る、絆創膏のような血圧測定シートを開発し
ています。太陽光や室内光、熱、振動などを
エネルギーに変えれば、バッテリを交換せず、
半永久的に動くシステムの実現も夢ではあり
ません。こうした方法はどれも、製造コスト
がかかります。しかし、IoT社会が現実のも
のになりつつある今は、製造コストがかかっ
たとしても、「バッテリを長持ちさせたい」
「できるだけ小さく、軽くしたい」というニ
ーズを満たす必要があります。そして結果的
に、社会実装への近道となります。

絆創膏のような血圧測定シートや
光や振動で半永久的に動く
IoTシステムを開発

自動運転の実用化や
ディープランニングの高速化も
　低消費電力の技術は、深層学習(ディープラ
ーニング)や自動運転など膨大なデータの処理
を必要とする分野への応用も期待されている。
川口　コンピュータに人間ではできないよう
な膨大なデータの計算をさせる深層学習は、
さまざまな産業分野での活用が始まっていま
す。何万台ものコンピュータを動かし、電力
を惜しみなく使って行うもので、低電力消費
とは無縁のように思えますが、実は、ここに
も私たちの技術の出番があります。計算が複
雑になるにつれて処理の時間は増え、何ヶ月
もかかることもあります。そこで私たちは、
低消費電力LSIの技術を使いながら高速化を
図る研究に取り組んでいるのです。また、自
動運転車は、危険を察知するために、膨大な
画像データを瞬時に処理することが欠かせま
せん。消費電力もドライブレコーダーとはケ
タ違いです。実験段階の今は、そこに目をつ
ぶり、盛大に電力を消費しながら研究が進め
られています。それでは実用化など夢のまた
夢です。そこで、私たちは、低消費電力LSI
の技術でこの課題を解決しようとしています。
IoT社会もディープラーニングも自動運転も
未来を大きく変え、イノベーションを起こす
と期待されています。私たちの低消費電力
LSIは、そこに大きく貢献する可能性を秘め
た技術なのです。

車車間通信

トランジスタやコンデンサ、抵
抗などの素子を１つのチップに
搭載した集積回路（IC）の中でも、
特に集積度を高めたものの総称。
１つのチップに数億個以上の素
子が収められている。写真は実
時間画像処理プロセッサ。
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低消費電力LSI設計の技術を
IoT社会の実現やビックデータ処理の高速化に応用
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